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研究成果の概要 

触媒（斎藤）グループ 

①ビニル基を一つ、②二つもつ、③HO 基を二つもつ[4-6,6’-bis((dicyclohexylphosphino)methyl)-

2,2’-bipyridyl]IrCl(H) （(PNNP))Ir 錯体、m-MC）の大量合成法を確立した。m-MC を用いた

polyethylene terephthalate (PET)の触媒的水素化による主鎖の解重合でモノマー単位を 80%以上

の収率で得た。③の m-MCをポリエステルに事前に組み込むことで溶媒を必要としない、H2と熱を

外部刺激とする自己分解性水素化解重合に成功した。高分子担持m-MC触媒を用いるCO2光水

素化が世界で最も穏和な条件下で進行した。水と TiO2を用いる polyethylene glycol (PEG)の「C–

H結合のオレフィン類による官能基化」によって高分子量の疎水性ゲルを合成した。 

高分子（内山）グループ 

斎藤グループの合成した m-MC を重合触媒および還元触媒として用いたリビングラジカル重合/ア

ップサイクリングのカスケード化によるポリマーの精密合成および高機能化を実施した。m-MC を光

増感剤として用い、Reversible addition–fragmentation chain transfer (RAFT)試薬と組み合わせること

で、アクリレートやメタクリレート、アクリルアミドなどの制御ラジカル重合が進行し、分子量と末端構

造の制御されたポリマーの合成を達成した。さらに、同一 m-MC を水素加圧下、ポリアクリレートに

作用させることで、側鎖の還元反応が進行し、poly(allyl alcohol)（PAOH）への変換が可能であった。 

表面物理（杉本）グループ 

従来のラマン分光法では界面分子系の観測にはプラズモン共鳴や電子励起共鳴が必須だったた

めラマン観測可能な分子系や物質系が極めて限られていた。そこで当グループでは、溶液による

光の吸収ロスがほとんど無視できる 1000 nm 近傍の波長の 3 つのフェムト秒光パルスの時間波形

と照射タイミングを精密に制御・最適化した独自の三次非線形ラマン分光スキームを開発した。こ

れにより、水溶液中に埋没したモデル電極系(単分子膜修飾電極系や炭素材料電極系)のサブナ

ノメートル界面に対する高感度なラマンスペクトルを計測することに成功した。 
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